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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

かけがえのない地球環境を次世代へ継承するため、平成13年に環境憲章を制定し、
様々な分野において環境配慮に努めています。
また、経営会議の諮問機関として環境委員会を設置し、環境保全に向けた全社的な
運動を推進しています。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

経営会議の諮問機関である「コンプライアンス委員会」におい
て、全般的統制・管理を行っています。
また、当社の業務を法令等の観点から解説した「法令遵守マニュ
アル」等を作成し、全役員・職員に徹底しています。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

省資源・節電については、数値目標を達成し、社会貢献活動等について
も継続して実施できています。
特に、植樹活動ではこれまでの21年間に植えた苗木は131万本を超え、
“ニッセイの森”は43都道府県の187カ所（約435ha）に拡がっていま
す。

基 本 方 針

－

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

各組織に環境推進委員を配置し、環境取組を推進するとともに、
全職員を対象とした環境研修を行い意識啓発にも取り組んでいま
す。
また、経営会議の諮問機関である「環境・社会貢献委員会」等を
通じ、環境目的・目標の設定を行い、実行し、定期的な見直しを
図ることで、取り組みの継続的な改善に努めています。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

≪H26年度実績(全社計)≫
・コピー用紙使用量：対前年△9.7%
・電気使用量：対前年△1.7%
・子どもたちへの環境教育
　-ニッセイ「森の教室」：全国96ヵ所のライフプラザで開催
　-「森の探検隊」：静岡・滋賀・兵庫の3か所で開催
・環境ボランティア
　-継続して植樹・育樹、清掃等の活動を実施し、昨年度は19,617
名の従業員・家族・地域の方々が参加
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・コピー用紙使用量：前年実績を上回らない
・電気使用量：前年実績を上回らない
・その他、子どもたちへの環境教育、環境ボランティアを
継続実施

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

＜オフィスでの取組＞
平成3年から紙使用量の削減、古紙のリサイクルを推進してきました。平成13年に
「環境憲章」を制定し、電気・水道使用量の削減をはじめとする省資源・省エネル
ギーへの取組を一層強化したほか、分別廃棄の徹底、グリーン購入、職員への環境
教育等に積極的に取り組んでいます。また、本店と東京本部で使用した紙は、全て
製紙工場に持ち込み、リサイクルする仕組を構築しています。
＜社会貢献活動として行う環境取組＞
「豊かな緑を地域の財産として育み、かけがえのない地球環境を次世代へ継承して
いきたい」という考えのもと、（公財）ニッセイ緑の財団とともに、平成4年より
森づくりに取り組んでいます。“ニッセイの森”の植樹と育樹（下草刈り・除伐
等）には当社職員もボランティアとして多数参加し、環境意識の啓発にもつながっ
ています。

（ 宛 先 ） 京 都 市 長
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